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肉豚の肥育

（１）その地域に適し能力の高い品種を選ぶ

豚を用途別に大別するとラードタイプ（脂肪を

多く生産する品種）と，ベーコンタイプ（脂肪が

少なく赤肉を多く生産する品種）とに分けられま

すが，どのタイプの品種を選ぶかはその地域の食

肉の嗜好によって決まるのである。最近，沖縄に

おける食肉の嗜好は，従来の脂肪質の肉から赤肉

へと変りつつあり，それにともなってラードタイ

プの品種は敬遠され，ベーコソタイプの品種がよ

ろこばれるようになっております。

又赤肉を多く生産するとともに，発育が速かで

飼料の利用性の高い品種を選ぶことが大切であ

る。そのためには各品種の能力を知ることが必要

である。そこで，現在，沖縄に飼育されている品

種の諸能力を示すと第１表のとおりである。

養豚の最終の目的は，その肉の利用にあるので

早熟早肥で飼料の利用性が高く，且つ少量の飼料

で総済的に発育肥満せしめてと場に出す豚に仕.上

ヂるとともに，良質美味の肉を市場に供給するこ

とである。そのためにはどのような豚をどのよう

ｔＲ飼料で飼育したら，より経済的で且つ市場の要

徒する肉をfＭ２するかについて説明します。

１．もと豚の選定

養豚経営は「もと豚」の算入から出発します。

いいかえれば，いかに設備を完全にし，管理に細

心の注意を払っても，導入した「もと豚」の品質

が悪ければ，確実な利益をあげることは困難であ

')主す。それ故「もと豚」の導入に当っては，次

の澗点を充分検討して導入することが望ましい。

第１表名品種の能力
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第１表から各品種の能力を検討すると（２）品種の特徴をよく表わし，発育のよい子豚

（ｲ）発育速度（90ｋ9に達する日令）は，ランドを選ぶ

レース，大ヨークシャー等の大型種が速い。一般に肉用子豚は繁殖用子豚と違って，豚であ

（ﾛ）飼料の利用性，ランドレース，大ヨークシ れぱ何んでもよいと考えがちですが，これは大き

ヤー，等の大型種が飼料要求率※（この数値が低な考えちがいであって，充分仁その系統，外貌等

い程飼料の利用性の高いことを示す）が低い。 を検討して選ぶべきである。

（ノリ赤肉の生産，一般に椎骨数(俗にアバラ骨） 子豚を選ぶに当っては，まず，その品種の特徴

が多く，胴伸びがよく，中躯後躯がよく発達し， をよく表わしているものでなければならない。よ

枝肉の歩留が高く，背脂肪のうすい品種がすぐれ 〈特徴を表わしている子豚は一般に能力が高いと

ている。 いわれている。大型種の体型としては，総体的

以上のことから「もと豚」の品種としては，ラ
※飼料要求索一摂取飼料重量

ソドレース，大ヨークシャー等の大型種が適して 増体重

いる。１k9増体するために消費する飼料の重量で表わす，
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にのびのびとし体躯は頭頚部肩等，前の部分が軽

く中躯並びに後躯がよく発達しているのがよい。

次に同腹の子豚の数が多く，順調に斉一の発育

しているものの中から食欲旺盛で，元気があり，

票I桿なものがよい。又導入孑豚の体重は，その後

の発育に影響を及ぼすので，導入を急ぐことなく

適当な体重で飼料の食いこゑが充分な子豚を選ぶ

ことが大切であります。大型種は生後60～70日位

のもので，食いこゑよく，体重20ｋ,程度のものが

よい。

なお導入に際して注意すべきことは，必らず豚

コレラ，豚丹毒の予防注射を移動２週間前迄にす

ませたものを選ぶべきである。

２．肥育の方法

肥育の目的は，筋肉（赤肉）に適度の脂肪をつ

げ肉質をよくし，肉の歩關や経済価値を高めるこ

とである。

（１）運動

豚の肥育は生長の途中の肥育で，筋骨の増成と

第２表肉豚飼料の種類別配合割合

脂肪の改善でありますので，あらかじめ体重40～

60kyぐらいまでは十分運動させるか，或はゆとり

のある豚房で飼育して筋骨の発達をはかり，その

後運動を制限して体重90A9ぐらいまで飼育し，筋

間に適度の脂肪を沈着させて肉質をよくする。

（２）飼料

配合方法

日本における肉豚の飼養標準は一般に，.Ｃ・Ｐ

とＴＤ.Ｎで示されている場合が多く，大体，体

重20～40k9迄は，.Ｃ・Ｐ12％内外Ｔ､，.Ｎ72％内

外40～70〃,迄はＤＣ．Ｐ11％内外Ｔ､、Ｎ71％内

外70～90ｋ,ＤＣ・Ｐ９～１０％Ｔ､，.Ｎ70％内にな

るように配合すればよい。しかし，一般農家で計

算することは困難かと思われますので，簡単で且

つ上記に近い配合をする方法として，第２表の比

率で配合したらよい。
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第４表各品種の月別体重（単位ｋ,）
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日本の産肉能力検定飼料の給与基準は第３表の

とおりで，１日朝夕２回に分けて与える。

給与量

飼料の給与量は，大体，体重20～40AＦ１迄は体重

の1/２０，４０～70ｋ９，１/２５，７０～90ｋ9は1/30が適当
であります。

ＤＣ．Ｐ＝可消化籾蛋質

ＴＤ.Ｎ＝可消化養分･総量
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又農家で体重測定が困薙な場合には ,月令から

体重を推定 し,上記の体重の比率により給与量を

算出する｡ (各品種の発育は第 4表のとおりであ

る)0

いずれにしても ,実際に飼料の 給与に 当って

は ,豚の食いこみ状態をよく観察 して ,それが適

正である否か判断することが望ましい｡

飼 料 と 肉 質

肉の質や風味のよしあ しは ,主として脂肪の品

質によって左右され .その脂肪の品質は与える飼

料によってちが う｡このように飼料と肉質および

脂肪の問には密接な関係があるので ,肥育飼料は

十分注意 して与えなければならない｡豚の脂肪は

純白で硬く弾力性のあるものがよい｡飼料の種類

と肉質との関係は第5表に示すとおりである｡

第 5表 飼 料 と 肉 質

肉 質 J 蛋 白 質 類 ぬか類 j澱 粉 質 類

上

脱脂粉乳 バ タ ー . フスマ

晶尖晶 牛乳 i麦傑
コプラ ミール

甘藷 馬鈴薯
澱粉柏 大麦
小麦 砕米
カボチャ
キクイモ

中

大豆 大豆柏 月別旨米糠
豆腐柏
角柏 (油を含ま 灘 牒
ないもの)

トウモロコシ
粟 ヒエ ア
メ柏 アン柏
ビール粗
相鮒 的

下

蚕嫡!:'自 ナタネ咽ァマ二十､落花由
析 醤油粕

第5表から,よい肉豚を生産するための肥育飼

料の給与は ,体重が30-40kgぐらいになるまでの

発育期には ,魚粉や大豆粕のような蛋白質飼料や

フスマなどのような豚の噂好に適する飼料を多く

与えて 発育を促進 し,発育がすすむに したがっ

て ,次第に蛋白質を減らし,肉質をよくする穀類

やイモ煩などの澱粉質飼料を多くする｡

又 ,飼料はどんな栄養価に富んだものでも ,単

味で完全なものはないので ,必ず各種飼料を配合

して ,豚の要求する栄養分を充分に与えるように

する｡ できれば 5種類位配合することが 望まし

い○

参考までに ,畜産試験場が現在使用 している飼

料の配合割合を例示 します｡

第 6表 飼 料 配 合 割 合
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